
佐賀県が進める教育の情報化
の取組について

佐賀県教育委員会

平成27年2月2日



本日、皆様にお伝えしたいこと

１ 自己紹介

２ なぜ、今、ICT利活用教育か

３ どのように進めるのか

４ 何が変わったのか

５ 何が課題か
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１ 教育の情報化推進の背景
＜事業推進の背景（生きる力の育成）＞

○ 高度情報化・グローバル社会に対応した教育の実現（質の向上）

○ 学力向上※の取組強化
（学力学習状況調査、PＩＳＡ調査等の結果分析等からの検討）

○ 通常の学校や教室外でも質の高い教育の確保
・新型インフルエンザ発生時の対応
・地震や風水害などの自然災害発生時の対応
・不登校や特別支援教育対象者への対応
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＜期待される効果 （社会の変化に対応した教育の実現）＞

① 学びの質の向上 （⇒子どもが変わる）

② 教師の指導の質の向上 （⇒授業が変わる）

③ 学校運営の改善、事務負担の軽減 （⇒学校が変わる）

④ いつでもどこでも良質な学習機会の提供 （⇒新たな教育の実現）

教育の質の向上、学力の向上
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教科に関する基礎学力の定着に加えて

◇次世代を見据えた教育の実現

◇高度情報化、グローバル化社会への対応
・理数教育、ICT教育の推進
・語学教育、海外留学体験の促進

◇生涯教育の基礎となる学習習慣の育成
（知識注入型からの転換）

◇自己の確立・アイデンティティの育成
（郷土を、そして日本を知り、世界を知る）

<備考>学校教育に求められる今日的な取組とは
～混迷の時代にあって、社会を逞しく生き抜く力の育成～
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自治体（教育委員会）／委託企業等 教育クラウド
（教育情報システム）

●校務管理

●学習管理(LMS)

●教材管理(LCMS)

家庭等

・学習用PCを利活用した
調べ学習
・ネット経由で質問・相談
・オンラインでの状況把握
や対応、相談
などが可能。

保護者にとっても
PCやｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等
から、学校の状況
確認や相互での
情報交換
などが可能。

● 専用サーバの活用
（個人認証～暗号化等）

● 各学校の情報管理、活用サポート

● 学校、児童生徒への教材提 他

いつでも、どこでも利用可能な学習情報

学校内 インターネット
（双方向通信）

学力向上は、授業改善から

～「いつでも」「どこでも」「誰でも」良質な学びを可能とする新たな仕組みづくり～

専用回線
（公共ネット）

●ポータル
・教職員用
・学習者用
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<参考> ICT利活用で可能となる新たな学習（イメージ）

学習室
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バーチャル教室
デジタル
教科書の
活用

ＬＭＳ
（学習管理）

ＬＣＭＳ
（教材管理）

復帰支援を必要
とする児童生徒

・家庭等でも学習可能な環境を整備
し、地震や風水害等の自然災害や
新型インフルエンザ発生時等、
危機的状況の中にあっても、学習
の遅れを抑止

休業中の連絡及び学習支援

学校（教師）と家庭・地域との
緊急連絡網の構築

長期間の入院等で学習活動が困難な
児童生徒に対する学習支援の充実等
により学校への復帰を支援

学校不適応等の理由で
通常の学校や教室内
での学習が困難な
児童生徒に新たな
学習環境を提供

障害の種別や程度（状態）等に応じて、
対象の児童生徒に必要な教育プログラ
ムと教育の機会を柔軟に提供

児童生徒一人ひとりのペースに応じて、
個別学習や反復学習等の支援が可能と
なるツール（学習教材等）を提供

将来の就労、自立を見据えた学習機会
を提供（進路保障）

特別支援教育の充実

社会構造の多様化に伴い「災害発生時等の教育サポート」や「復帰支援を必要と
する児童生徒に対する教育の充実」、「特別支援教育の充実」が求められている。

特別な支援を必要
とする児童生徒

災害等発生時の
教育サポート

遠隔授業を支える
ICT環境

授業内容の送信
双方向での通信

学校への復帰支援授業の遅れを抑止
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<備考>通常の学校や教室外での質の高い教育の確保
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２ 国における主な教育改革の動き

近代日本の教育制度の確立
＊学制公布：1872年（明治5年）

戦後日本教育への移行
＊教育基本法公布：1947年（昭和22年）

平成の教育改革
＊改正教育基本法公布：2006年（平成18年）

２１世紀型教育への移行
・高度情報化、
・グローバル化社会
への対応

教育の情報化ビジョン（２011年（H23）４月）

「第２期教育振興基本計画」
「日本再興戦略 ‒ JAPAN is Back -」
「世界最先端ＩＴ国家創造宣言」 （2013年（H25）6.14閣議決定）
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短期 中期 長期

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

教育環境のＩＴ化
（最適な教育ＩＴシ
ステムの確立）

フューチャースクール推進事業

学びのイノベーション事業

ＩＴ利活用に関
する実証研究
の実施

１人１台の情報端末による教育の全国的な普及・
展開と教育ＩＴシステムの標準化

文科省総務省

クラウドを活用した学校・家庭をシームレスで
つなげる教育・学習環境の構築・確立

総務省

「デジタル教科書・教材」の導入・
普及促進に向けた環境整備

学校教育でのＩＴ
利活用による授業
革新の実現

総務省 文科省

「日本再興戦略 ‒ JAPAN is Back -」 （平成25年6月14日閣議決定）
「世界最先端ＩＴ国家創造宣言」（抄）（ 〃 、平成25年6月改訂）
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[国における近年の教育の情報化推進の動き(概要）]

教育基本法の改正 （平成18年12月15日公布・施行）

・「第１期教育振興基本計画」（H20.7.01閣議決定、対象期間：平成20～24年度）
・「第２期教育振興基本計画」（H25.6.14閣議決定、対象期間：平成25～29年度）

「ICTの活用等による新たな学びの推進」を明示

教育の情報化ビジョン（平成23年4月28日策定、公表）

「ICTを活用した教育の推進に関する懇談会」報告書（中間まとめ）の公表 （H26.8.29）
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新地町立尚英中学校

横浜国立大学附属横浜中学校

上越教育大学附属中学校

松坂市立三雲中学校和歌山市立城東中学校

新見市立哲西中学校

佐賀県立武雄青陵中学校

宮古島市立下地中学校

富山県立ふるさと支援学校

京都市立桃陽総合支援学校

<参考>総務省ＦＳ推進事業（文科省学びのｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業）実証校一覧]

○市区町村立小学校１０校

（東日本、西日本に各５校）（Ｈ22.8指定校決定）

〇国公立中学校８校・公立特別支援学校２校

（大学付属２校、県立２校、市町立６校）

（Ｈ23.8指定校決定）

石狩市立紅南小学校

寒河江市立高松小学校

長野市立塩崎小学校

内灘町立大根布小学校

葛飾区立本田小学校

広島市立藤の木小学校

大府市立東山小学校箕面市立萱野小学校

佐賀市立西与賀小学校

東みよし町立足代小学校中川文科大臣視察
（H23.12.14）
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全国３地域（１地域４校程度）：福島県新地町、東京都荒川区、佐賀県

文部科学省

家庭

研修実施

指導事例

教育委員会

研究推進委員会

総務省

学校間が連携した教育体制様々な学校種 学校・家庭が連携した教育体制

システム開発・実証

民間企業等

検証データ等

総務省と文部科学省が連携し、情報通信技術を活用した新たな学びを推進するため、クラウド等の最先端技術による、
学校間、学校と家庭をシームレスにつないだ先導的な教育体制を構築に資する研究を実施 （H26から3年間の予定）

教育・学習クラウドプラットフォーム
豊富なデジタル教材
（HTML5コンテンツ）

標準化

学校間
連携支援

学習者
支援

教員
支援

防災拠点
実現

学校家庭
の連携

先導的な教育ＩＣＴシステム

教材、指導実践例、学習活動記録

文部科学省 総務省

先導的な教育体制構築事業（新規） 先導的教育システム実証事業（新規）

異なる学校間及び学校と家庭との連携を深め、新
しい学びを推進するための指導方法の開発、教
材・指導実践事例等の共有 など

クラウド等の最先端技術を活用した、低コストで多
種多様な端末に対応した教育ＩＣＴシステムの実証、
普及モデルの技術的標準化 など

[文部科学省「先導的な教育体制構築事業（先導的教育システム実証事業）」]

10
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３ 本格実施に向けた導入計画(概要）

〇 目的：教育の質の向上、学力の向上

〇 手段：人材育成とICT機器の整備、教育情報システムの構築

○県立中学校での実証

○市町でのモデル事業
（玄海町、太良町）

○特別支援学校での実証
（対象：病弱・中学部）

＊国、企業等の実証事業
・総務省ＦＳ推進事業

（市立小、県立中）
・総務省教育絆PJ

(佐賀市、武雄市)
・東京大との連携事業

(特別支援学校）

実証研究
小中学校での先行実施

○県立中、特別支援学校
(小・中）での本格実施

○県立高校での実証
・普通科２校、専門学科３校
※対象拡大による課題検証
※情報端末の機種選定

○全県展開への環境整備
○市町での事業促進支援
＊国等との連携

実践・展開
県全域への拡大

〇県立高、特別支援学校
（高等部）での本格実施

〇市町での事業促進支援

○事業定着に向けた取組

ＩＣＴを利活用した

新たな学習スタイル

の確立と定着

情報発信
佐賀県スタイルの確立

＜事業推進のロードマップ（概要）＞

11

新たな
ステージ
に向けた
事業展開

H27年度H25-26年度H24年度H23年度
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<参考>佐賀県教育の基本方針

Ⅰ 確かな学力を育む教育の推進

Ⅱ 豊かな心を育む教育の推進

Ⅲ 健やかな体を育む教育の推進

平成26年度 ～ ６つの柱と１８の主な取組 ～

Ⅳ 時代のニーズに対応した教育の推進

①ＩＣＴ利活用教育の推進

②グローバル化に対応した教育の推進

③県立高校再編整備の推進

④特別支援教育の充実

Ⅴ 教育活動を支える環境の整備

Ⅵ 文化財の保護

今日的
教育課題

12
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具体的取組 H23 H24 H25 H26

①事業推進体制の構築
（ICT利活用教育推進チーム等）

②人材育成
（教職員研修、普及・啓発）

③実証研究
システム・機器整備

④市町等との協議・連携

基幹システム運用
（H25～ ）

推進体制の
整備・支援 支援

（H23.6～）

活用ｶ゙ｲﾄ゙ﾌ゙ｯｸの作成・
配付（H23.6～H24.3）

国の取組

「教育の情報化ビジョン」

（H23.4策定・公表）

４ 県の重点施策への位置づけ（知事部局との連携）

＊総合計画2011に示す工程表 「８．人材育成 ④先進的なＩＣＴ利活用教育の推進 」（抜粋）

第Ⅲ期第Ⅱ期（実践力養成）
教職員研修、推進ﾘｰﾀﾞー 研修第Ⅰ期

ＩＣＴを利活用した指導方法の改善、
活用ガイドブックの充実・改良 （H24.4～）

実証研究
（機器整備、他）

（H23.6～24.3） 実証研究（課題抽出・分析、改善検討）
（H24.4～H27.3）

県立学校における機器等の整備
（H24.4～）

基幹システム設計・構築
(H23.6～H25.3)

市町教育委員会との協議、国・大学等外部機関との連携（H23.4～H27.3）

市町立学校における機器等の整備促進
（H24.4～H27.3）

文部科学省 学びのイノベーション事業
（学習者用端末及びデジタル教科書を用いた指導法の研究）

総務省 フューチャースクール推進事業
（ＩＣＴ利活用教育を進める上での技術面を中心とした課題抽出）

13
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<参考>佐賀県における教育の情報化の主な取組(抜粋）

平成16年度（２００４年）
・校務用ＰＣの整備開始（平成２１年度までで一人一台の配備を完了）
・簡易型電子黒板とプロジェクタの整備に着手 （対象は県立学校）

平成20年度（２００８年）
・ 佐賀県ＩＣＴ推進本部の設置 ⇒「さがＩＣＴビジョン２００８」公表
・ ボード型電子黒板の試行導入 ・ 先進国視察開始

平成21年度（２００９年）
・ 県独自の 「e-ラーニング教材（試作版）」の開発に着手
・ 文部科学省「スクール・ニューディール」事業に参加（市町立小・中学校各１校）

平成22年度（２０１０年）
・ Web版学習プリント配信システムのモデル事業実施
・ ＩＣＴ利活用教育推進リーダー養成研修開始
・ 総務省「ﾌｭｰﾁｬｰｽｸｰﾙ推進事業」に参加 （※市立小と県立中の２校が指定）

平成23年度（２０１１年）
・ 「佐賀県総合計画２０１１」において、“進”重点項目に位置づけ
⇒「先進的ＩＣＴ利活用教育推進事業」として、事業化（本格実施）

14
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(１) 全県での事業推進に向けた組織体制

社会の動きを見据えた学校運営
（高度情報化、グローバル化への対応）

全職員

校長

推進リーダー

推進協議会

県（教育委員会） ○事業全体のマネジメント
・施策の策定・管理
・教職員研修の実施と総括
（推進リーダー研修の実施、校内研修支援）
・学校支援（モデル指導案、指導計画の策定等） 他

○本格実施に向けた全県での連携
県全体の学力向上に向けた県と市町との連携強化
（県と全市町の教育長が委員として参加）

○主役は児童生徒
・教職員のスキルアップを
機器整備に先行して実施

・推進リーダーを中心とした
日常的な校内研修の実施

15

学校
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[教職員のスキルアップ研修の段階実施]

各学校でのOJTを中心に全教職員対象のスキルアップ研修を実施中

【内容】
○機器活用に関する研修
・電子黒板 ・学習用PC 
・校内LAN、無線LAN    ・校務用PC

○デジタル教材の活用に関する研修
○具体的な指導計画の作成と実践に関する研修
○教育工学面からの理解、活用 他

【目的】公立学校全校で、ＩＣＴ利活用教育を促進
～情報化推進リーダーを中心とした日常的な教職員研修の実施～

16
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具体的取組 H23 H24 H25 H26

ICT機器
の整備

電子黒板
情報端末

等

県立中学校
（併設型中高
一貫教育校）
＜全４校＞

実証研究（２校）
・電子黒板:全教室
・情報端末:全生徒

－ － －

－
全校で実施
・電子黒板：全教室
･情報端末：全生徒

県立高校
＜全３６校＞ －

実証研究（５校）
・電子黒板:全教室
・情報端末:新入生

－

－ ※研修用電子黒板
の整備（特別教室）

全校で部分実施
・電子黒板：全教室

全校で実施
･情報端末：新入生

特別支援学校
＜全８校＞

実証研究（３校）
・情報端末:一部生徒

－ － －

－
全校（小中）で実施
・電子黒板：全教室
･情報端末：全生徒

全校（高）で実施
・電子黒板：全教室
･情報端末：新入生

独自の教育情報システム
の設計・構築

人 材 育 成
（教職員研修）

市町との連携 県と全市町で推進組織を組織して全県で推進 （具体的な実施計画は各市町で策定）

試作版での検証 設 計 ・ 構 築
運 用（校務管理から順次開始）

改善充実

(２) ICT機器の整備状況等（県立学校関係）

＊実証研究を継続

第２期：実践力養成

＊教員採用試験への反映

教職員研修・推進リーダー研修
第１期：内容理解

17
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[県立高校での活用事例]

朝のホーム
例えば、朝のホームルームでは、
○ 学習用PCを使って本日の時間割や行事を確認
○ アンケート機能を使って、家庭学習時間調査を実施 等

１時間目 「英語表現Ⅰ」

２時間目 「世界史Ａ」

３時間目 「化学基礎」

４時間目 「体育」

５時間目 「数学Ⅰ」

帰りのホームルームでは、
○ 学習内容の振り返り
○ メッセージ機能で教師に進路相談 等

自宅で （自宅学習）

自宅でも学習用PCを使って、
○ 学校の様子を家族に報告
○ 授業の予習・復習を効率化
● 検定試験に備えて、ネットラーニング講座にチャレンジ 等

18

昼休み（昼食等）

帰りのホームルーム

授業中は、
○ デジタル小テストによる知識の定着
・生徒は学習用PC上で解答
＊択一式問題は自動採点・自動集計が可能
（記述式問題は、解答内容がそのまま教師機に反映）

○ デジタル教材を使って学習
・デジタル教材の音声機能を使って、リスニングの学習
・内臓カメラを使い、２人１組でフォームを撮影してチェック
・化学の実験を動画で確認しながらレポート作成（発表）
・図形表示ソフトを使って空間図形のイメージを確認 等

６時間目 「国語総合」

○ 学習の振り返り
（アンケート機能を使った生徒の自己評価）
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ＬＣＭＳ
教材管理システム

ＬＭＳ
学習管理システム

学習者と指導者の相互通信のベースとなる教育管理システム
・学習の進捗管理、成績管理
・学習状況確認、履歴管理
・教材・学習コンテンツの制作・登録、配信
・eラーニング、遠隔学習支援 他

校務管理（支援）システム

指導者用の電子管理システム
・諸帳簿管理
・学籍情報管理
・出欠管理
・学校保健情報管理 他

(３) 教育情報システムの構築 （呼名、SEI-Net）
＊新たな学習環境の構築と教職員の事務負担軽減

19

平成２５年４月から稼働
（順次、機能拡張）
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<資料>学習用ＰＣの画面イメージ(生徒用、教師用）

20
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(４) 校内LAN（無線LAN等）、ネットワークの再構築

県立学校（４５カ所）

有線ＬＡＮ無線ＬＡＮ

情報系ﾈｯﾄﾜｰｸ

（庶務系）

県教育委員会データセンター
SEI-Net

公共ネットワーク

職員室等

校長室・事務室等

教室等

校内LAN

無線AP 2台/教室 （IEEE802.11n）
37.5Mbps/台（転送速度）（×２＝75Mbps/教室）
（2014.3.24 ストレステストを実施（確認））

1000Mbpsの通信速度対応
(光ファイバ、UTP(CAT5e)による配線)

100Mbps

1,000Mbps

500Mbps 6

5

4

2

各種サーバ a)ADサーバ
b)ファイルサーバ
c)プロキシサーバ 等

インターネット

教科書会社
サーバー

3

1

2000Mbps

※総務省FS推進事業成果報告書で
示された通信レベル
IEEE802.11n 50Mbps/教室
H23.3.31（総務省・富士通総研）

7

21
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（５）重要な情報モラル教育の実施、利活用スキル育成

保護者世代のこれまでの
経験だけでは、日々進化
する新たな情報メディア等
の特性や機能を理解する
ことが困難

情報モラル・利活用スキルの育成は、今日の高度情報化、
グローバル化社会では不可欠。後追いではなく、時代に即
した適切な指導法への転換が必要。

新たな情報メディアの登
場により、
社会全体で情報伝達の
手段が大きく変化

＊周囲が、子どもを取り巻く
社会環境や行動の変化を
把握できていない・・・・

22
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(１) 電子黒板による教授法の改善（指導力の向上）

これまで難しかった動画や音声の活用、
図版の拡大、強調等による指導が可能と
なり、指導の質が向上。
また、黒板との併用、デジタル教材との連
携により、分かり易い授業の実施が容易。

・児童生徒の興味・関心を高める
・思考や理解を深める
・教授内容・課題を的確に伝える

23

５ これまでの事業実施で得られた効果と課題

[主な課題] 教材準備（組織的な支援体制の整備が重要）
市町でも、H27年度中には、全小中学校の全普通教室に導入完了予定
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(２) 学習用PCによる学習法の改善※
（※ 特に、児童生徒の学びの質の向上に寄与）

24

○ 児童生徒にとっては、
自分の理解の度合いや興味・関心、
ペースに応じた学習が可能

・知識の習得、定着

・習得した知識の活用

・自らの考えを表現

○ 教師にとっては、
児童生徒一人ひとりに応じた
課題の提示や理解状況の把握
が容易。

[主な課題]
・デジタル教材の準備・確保、経験不足による不安の解消
・新たな教授法（個別学習、協働学習等）への対応
・ICT機器並びに通信環境の整備・維持・補修
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主な内容

県立高校全校での本格実施にあわせ、全ての教職員が、日常的に、また安心して、
ICT利活用教育を実施することで、教育の質の向上を図り、より効果的な学習指導
が実施できるよう、県教育委員会からの支援体制を強化。

(３) 事業推進のための新たなサポート体制の導入

○相談・支援体制の強化 （教育情報課内に専任指導主事を配置等）

○モデル指導資料の提供と個別研修の充実 （モデル指導資料は、専門集団※で作成）

○ ICTサポーターの派遣と自主教材作成支援 （教材会社に業務委託、全校に担当者を配置）
⇒各学校でのデジタル教材の作成支援、授業の円滑な進行支援、授業実施後の分析・整理・編集

○機器トラブル対応のためのヘルプデスクの設置 （業者委託）

ICTサポーター

専門集団※

・指導主事
・推進員
（現場教員に委嘱）

・Windowsｸﾗｽﾙｰﾑ協議会
・外部顧問団

委託企業

ICT利活用教育本格実施の支援
デジタル教材や指導事例に関する様々
な情報の提供、教材の作成時の支援等

県教育委員会

・円滑な教育実践（学習指導）、改善・充実に向けた成果検証

・授業前の準備指導（独自指導資料の作成）
・授業後の整理（指導資料の分析、県との協議）

学校（県立学校）

教職員

管理職・推進リーダー
ヘルプデスク

○授業支援
・教材情報の提供
・研修支援 他

○機器ﾄﾗﾌﾞﾙ対応
・民間委託 他
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【県HPでの情報発信】 http://www.pref.saga.lg.jp/web/kurashi/_1018/ik-ict.html

以上です。
長時間、ご清聴いただき、
ありがとうございました。


